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　２学期は、生徒達や地域の方と「つながり」を深めた学期でした。「スポーツフェスタ」

では、地域の方や高校生、特別支援学級の方との交流をし、「うじ えんｰJOYフェスタ」

にも招待をしました。校外学習、宿泊学習、修学旅行等の行事では、生徒達が地域での

学習を通して、マナー、ルールを守ることと同時に仲間を意識して注意をすることや共に

行動することが見られています。行事が終わっても普段の学校生活の中で仲間を意識する

場面が多く見られています。

　またカフェJOYの見学に行き、高等部のお兄さん達のモデルをみて、あいさつや礼を意識

してできるようになってきた生徒もいます。

　３学期は、仲間とともに「次の学年や高等部への進級・進学」に向けての学習を進めて

いきます。今後とも保護者の方の御支援・御協力をお願いいたします。

　今学期は、校外学習や修学旅行、「うじ えん－ＪＯＹフェスタ」など節目となる行事が

たくさんありました。

　クラスや学年で取り組んだ校外学習では、子どもたちにあった目的や行先を設定し、充実

した活動を行うことができました。

　10月には6年生の修学旅行がありました。友だちと一緒に二日間すごし、楽しい思い出が

たくさんできたとともに、友だちとのつながりを深めることができました。

　11月の「うじ えん－ＪＯＹフェスタ」、日常の授業の中でひとりひとりがつけてきた力を

様々な場面でしっかりと発揮し、行事を節目に成長する子どもたちの姿を見ることが出来

ました。

　３学期は、今まで付けてきた力を次の学年や中学部につなげていけるように学習を進め

たいと思います。今後とも保護者の方の御支援・御協力をお願いいたします。

◎日々の生活に

　２学期はくらし健康コースの宿泊学習に始まり、修学旅行、「うじ えん－JOYフェス

タ」、「スポーツフェスタ」と節目となる行事がたくさんありました。その取組の中

で感じたことは、生徒の自覚あるふるまいと仲間とつながる、ともに成し遂げる気持

ちがあったことです。どれもが日々の学習の中でねらっていることです。

◎緊張と挑戦

　初めてのことには緊張と不安がついてきます。宇治支援学校ではすべての行事が

初めて。しかし、生徒たちは仲間(指導者)とともに挑戦できました。これも大きな

自信となり次へ、次へ！

　人と気持ちをつなげることは、学校生活でも社会生活にも必要な力の一つです。

　このことを言葉だけでなく、みんなで実感できたことに意義を感じています。

　宇治支援学校には、支援機関として、宇治市・城陽市をサポートする『地域支援センター

うじ』と、京都府内全域をサポートする『京都府スーパーサポートセンター（SSC）』の２つがあ

ります。『地域支援センターうじ』への相談依頼はこの2学期で裕に100件を超え、ほぼ毎日

のように小学校・中学校等に巡回相談に出かけているところです。

　『京都府スーパーサポートセンター（SSC）』には、発達障害に詳しいコーディネーターの

他、視覚・聴覚担当者、作業療法士、言語聴覚士が勤務しています。北は丹後から南は南

山城地域まで出向いて相談を進めています。

　宇治支援学校のお子さんについても、見え方や聞こえ方、感じ方等の視点から、日常の

授業に生かせるような相談になるよう取組を進めているところです。1月からは、理学療法士

の先生もスタッフに加わっていただけることとなりました。

　宇治支援学校も含め府内にお住まいのお子さん達のために、更に頑張っていきたいと思います。

（御相談のある場合には、ひとまず担任に御連絡ください。）　


